


































































































































































































ぐるしいさま）を忍んでいるくせに、忠実なる としてその名を公 することをはばかっている（ 「翻訳時代」 『太陽』第二巻第八号所収、明治
29・
4） 。わが国の学界においては、原著者と訳者と 関係はひじょうに奇妙である。正直な訳者は、原著者と同席することを許容する。しかし、多くの翻訳者




注入するのでなければ進歩は望めない。翻訳はこの点にお て最も有効な手段であ 。他国の傑作をわが国語に移して、読 嗜好を高めることはいまの文壇にとって必要なことである（ 「翻訳の気運」 『少年文集』第二巻第六号所収、明治
29・
6） 。
われわれは一般に翻訳を奨励するが、いかなる人にむかって いかな 書を してくれとはいわな 翻訳とはみだり 字引にある訳語 採って、原




に操縦し、味解する能力がなければならない（ 「西洋美文の翻訳者に告ぐ」 『太陽』 二巻第一五号所収、明治
29・
7） 。
いまや翻訳推奨の声は、ほとんど社会の世論となっている。国家 保護のもとに洋書の を奨励し、もし国家 とっ 有用な書があ ば、これを官











い文士は、覚悟をもって翻訳に従事せねばならない（ 「翻訳壇」 ） 。
原文に忠実なろうとするあまり、依然として直訳のきらいがあるのは訳者のために惜しいことである。直訳の語気をやわらげて、一般読者にとってわ
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ith long quick steps は「早い駈足で駈け通つて」と訳されているが、 「大またの急ぎ足」とでも訳すべきか。
B
ezons は「ベゾ










and thin を訳したものであるが、 「背が低く、やせていたので」の意である。花袋は










































ple in an alm
ost anim
al sim
plicity and  w
ith blue eyes w
hich w




































pioux they had found a place w
hich rem
inded them
 of their 
ow
n country, and it w
as only there that they felt happy. （なぜならシャンピウのそばの小さい森のちょうど入口のあたりに、かれらの故郷を思い













































































ho ran up did not find （駆けつけた船頭らは）は、花袋訳だと「探
さが
しに出た船頭」となっている。
he told of the accident, w
ith tears in his eyes and voice, blow






















e leaned over …
 he …
 he leaned over …
 so far …
 so far that his head turned som
ersault; and  …
 and …
 so he fell …





























as strangled by em
otion, he could say no m















































e talked of love は「われ等は互に恋を語り」ではなく、 「恋について語った」と訳すべき所であろう。
W







































they could not quote, and w
hich m
ounted to their lips, seem
ed m
oved, and talked of that com
m




ith a profound em





and all, を花袋は、 「満座の人」と訳しているが、これはうまい訳である。しかし、 「男も女も皆互に経験したる適例を思出して、……そを敢て
……に」までは意訳されている。
union of tw








e, she  had ideals w
hich w






























































































































































































『英語青年』の「片々録」が、一文学者の死を伝えるのは珍しいが、花袋がキーツの詩集を刊行したからであろう。自然主義を代表する作家の花袋は、モーパッサンの短篇を三篇訳し 以外に、イギリス ロマ 派第二期の詩人、ジョン・キーツ（一七九五〜一八二一、馬丁の子に生まれのち開業医の免許をうるが詩人に転向）の詩を二三篇訳した。それは隆文館発行の訳詩叢書のうちの一冊『キーツの詩』 ［明治
38・
10］である。


























































たとえば、 「ヒナギク 歌」 （
D
aisy ’s  Song ）から一部引いて、花袋の訳技をみてみよう。
DAISY’S SONG
1
The Sun, with his great eye,
Sees not so much as I ;
And the moon, all silver-proud,
Might as well be in a cloud.
2
And O the spring ― the spring
I lead the life of a King !
Couch’d in the teeming grass,
I spy each pretty lass.
3
I look where no one dares,
And I stare where no one stares,
And when the night is night,
Lambs bleat my lullaby.
＊The Poemes of John Keats
Edited with an introduction
and notes by E.de Sélincourt,

























































oon, all silver-proud, m
ight as w








































び、明治二十年（十七歳）ごろ、野島金八郎（大学予備門生）から英語の手ほどきをうけ、翌年神田仲猿楽町の「日本英学館」で英語を学んだ。同二十三年（一八九〇）九月、日本法律学校（いまの日本大学）に入るが、数ヵ月で退学した。学歴らしいものは、とくになかったが、国漢の素養や和歌にかけては相当なものであったと思われる。外国語としては、英語のほかにドイツ語を学んだようであるが、これは独学であったのであろう。花袋はじゅうぶんな学こそなかった もしれ い 、ひじょうに豊かな天分に恵まれていた。だからかれは文苑において成功すること できた。
人間は学問がよくでき、有名な学校を出たところで高が知れているのである。その道で一家をなすには、努力と天分と運 負うところが少くな































































Guy de maupassant; Madamoiselle Fifi, illustrations 

















J ’ai un livre, un livre que j ’aim
e et qui m
e sem
ble fait avec un peu de m
oi. V




uis, quand j ’ai lu, je 
























des oreillers qui m







d ’autres attendrissantes （その他ほろりとさせるもの）は、訳されていない。
Q
ue d ’enseignem
























































s, pénétrée jusqu ’à la chair vive par les essences fines dont elle se baigne, depuis si longtem
ps, 
l ’épiderm
e: une vieille qui sent （よい香りがした。いろいろな香水が体中にしみ込んでいた。上等のエキスが生身にまでしみ込んでいた。彼女は
それを長年はだ洗いに使っていたのだ）の一節 、削除され、訳されていない。
poudre d ’iris florentine （フィレンツェ製のアイリス粉［アイリス










a bûche, oui, la bûche, m
adam
e, s ’élançait dans le salon, renversant la pelle le garde-feu, roulant com
m














le tison sauveur （我が身を救ったその燃えさし）は、
単に「もえさし」と訳されている。 「現行 おかしに捕はれけむ」は、わかりにくい訳である。これは
 J ’étais 
incé en flagrant délit （現行犯とし
て捕えられるところでした）を訳したものである。
eu à peu il m














Maupassant: Contes et Nouvelles 1, Gallimard, 1970より。
［敏訳］























































































































































































































敏が訳した『心』は、はたして数多の誤謬 指摘されるようなものであった かどう 、 「思想」のフランス語訳と訳文をつき比べて検討して










à l ’université 「大学時代の……」や
 com
m
e vous le savez, je suis m










































































御風が訳したトウルゲーネフ（一八一八〜八三、ロシアの作家）の『その前夜』 （一八六〇） 『父と子』 （一八六二） 、孤雁が訳した『ツルゲー子










































い逐語訳であればよいというのではない、とい 。そ が一般読 をおもしろく読させるのでなけ 、何にもならぬ とい ことを記憶して る。わたしもまたこの意見である。
多少の誤訳や字句の違いがあったとしても、量においては るべく多く、質においてはなるべくお しろく訳して、外国文学の趣味をわが読書








































































































































































































































































































































































































































































翻訳界のこのような傾向に従 、 たその潮流に乗って花袋や敏や鷗外などは、海外文芸の紹介をおこなった。西洋文学の翻訳 基準が暗黙の


















たから、当初とても出来そうに思われなかった。しかし、それもど やら曲りなりに漕ぎつけた。その翻訳はめちゃくちゃであったにちがいなかった、と語っている（田山花袋作『東京の三十年』 ） 。
その後、かれの語学力は目覚しい進歩をとげたとは思え いが、心もとない理解力でモーパッサンの短篇やキーツの詩を訳した。あやふやの英
語力で訳し ものだけに、ときに自由にすぎ、原作か 脱線したのは欠点とすべきであろう。非難の対照となり る点は
―
固有名詞の誤読、創
作的加筆、自由訳、訳し落し 意訳、難語の使用などである。敏のばあいはどうか、どちらも大同小異である。原文 省略、創作的加筆、自由訳（創作文） 、意訳、訳し落し、難語の使用などがみられる。鷗外のばあいはどうか。








































四九、アメリカの詩人・短篇作家）の短篇三作（ 「うづしほ」 「十三時」 「病院




外は原文 一言半句の厳密な詮議に拘泥せず、のびのびと訳していた。しかし、語学的な欠点を避けえず、訳者による潤色的加筆、自由訳、訳し落し、単語の意味の取りちがえ、誤訳、意識的な誇大表現などがみられ これらの欠点の一部は、花袋や敏の 業 も共通するものを包含しているといえる。




























































































































































































































































31） 「和訳の理想と実際」 （ 『新潮』第十九巻第五号所収、大正
2・
11）
